
マシンガイダンス(杭ナビショベル)を活用
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別紙１

株式会社香川建設 現場見学会 工事概要資料

工事概要

工 事 名：令和4年度

国道439号防災・安全交付金工事

工事場所：高知県 ⾧岡郡大豊町川井

工 期：令和4年9月28日～令和5年3月30日

工事内容：施工延⾧L=23m 盛土工V=6100m3 排水構造物工L=139m



現場見学会会場　　位置図 別紙２

現場見学会会場　　詳細図

見 学 会 会 場

見 学 会 会 場



自社導入機器(自動追尾型TS(杭ナビ)、自動追尾型TS搭載ショベル(杭ナビショベル)

参加者…〇名

工事概要

建設業デジタル化促進モデル事業見学会(株式会社香川建設)

    平 面 図

工 事 名：令和4年度

国道439号防災・安全交付金工事

工事場所：高知県 ⾧岡郡大豊町川井

工 期：令和4年9月28日～令和5年3月30日

工事内容：施工延⾧L=23m 盛土工V=6100m3 排水構造物工L=139m

植生工L=6.0m

植生工L=93.86m
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↓

ICT施工を導入し、コストカット・作業の見える化をはかる

ケアレスミス・手戻りの増加

現在の自社の課題点

・従業員の高齢化による体力の衰え・退職

・担い手の不足

・人数が少なく新人技術者に常時ついての指導が難しい

↓



実際に導入してみた(自動追尾型TS搭載ショベル)

使用機械

0.45m3BH(杭ナビショベル仕様) 杭ナビ



作業コストの評価

※杭ナビ・マシンガイダンスについて

施工の際、丁張の設置を待たずオペが施工が可能であり、高さの確認も重機のオペが自分で確認しながら施工が可能である

為、手待ちなどがほぼ無く、無駄な人工コストのカットにもつながる。

3人/日 -40%

2人工 -75%

効果ICT

2人工 -33%

2人工 -75%

従来使用機械等

3次元出来形管理 地上型レーザースキャナー 8人工

3次元設計データ SiTECH3D・TREND-POINT 3人工

3次元起工測量 地上型レーザースキャナー 8人工

ICT施工 杭ナビ・マシンガイダンス 5人/日 今回導入機器使用



実際の使用方法(杭ナビショベル)

・設計データの作成(①平面線形の抽出)



・設計データの作成(②縦断線形の抽出)



・設計データの作成(③横断の抽出)



完成した3Dデータがこちら！



作成した3Dデータを専用の形式ではきだす



①データを取り込んだ杭ナビの機械設置をしバックホウのミラーを追尾させる

②連携したバックホウのタブレットで確認しながら基準点の確認を行い、精度確認をする



③後はバックホウにのせているタブレットの画面をみながら作業を行うだけ！

※3Dのデータを作成している箇所ではどこでも作業員のみで

 設計値が把握できる

(施工中タブレット画面②)

(施工状況) (施工中タブレット画面①)



杭ナビショベルを活用し完成した現場がこちら！

今回施工範囲



※法面・天端ともに90％以上が規格値の50％以内に収まっており、丁張設置もせず精度の高い出来形を確保できた。

杭ナビショベルを活用した盛土の出来形がこちら！



良かった点

・精度が高い

・広範囲の施工箇所も重機のオペが施工しながら出来形を確認できる為、邪魔になる丁張も不要で施工を止めて

 高さ等の確認が不要

・技術者と作業員の間で認識の差異が無い為、手戻りなどがおきない

悪い点(今後の課題)
・導入時の初期費用
・杭ナビで追尾中、旋回時にアームにミラーが隠れてミラーロストする(杭ナビの設置位置を意識しながら施工を
  しなければならない)→ロスト後再追尾時はチェックが必要
・設計データの作成と読込についてはほぼ初回に行うか途中で大きな設計変更があった場合しか行わないので、
 なかなか覚えれない(工事の規模にもよるが一技術者が年に1回から多くて2回程度)

まとめ
・施工については高い精度で施工ができ、技術者の負担も少なく、作業員も設計をみながら施工ができる為、

 非常に便利である
・ミラーのロストの問題やデータの読込等については慣れの問題なので、ほぼデメリットは無いと感じた。

マシンガイダンス(自動追尾型TS搭載ショベル)を活用してみて


